
 

令和８年度全国学力・学習状況調査結果について 

～滝川市立小学校、中学校の学力の状況等～ 

 
滝 川 市 教 育 委 員 会　 

 （担当：教育総務課） 
 

  
　 
（１）実施期日　　令和８年４月２０日（月）～令和８年５月７日（木） 

・小学校（国語、算数）と中学校（国語、数学）は４月２３日（木）に実施、その 
他調査については、４月２０日から５月７日までの指定された日に各校で実施。 
 

（２）調査の対象　小学校第６学年、中学校第３学年の全児童生徒 
 
　（３）調査の内容 
　　　①教科に関する調査（国語、算数・数学） 

小学校（国語：１４問、算数：１６問） 
中学校（国語：１４問、数学：１５問、英語約２６問） 
・英語は IRT方式による調査で、２３問の公開問題のうち１４問（全員が取り組む
問題が９問、一部が取り組む問題が５問）、非公開問題は生徒ごとに異なる１２問

の計２６問で構成される。加えて、「話すこと」調査では数問の非公開問題が出題

される。 
 
②生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

 
（４）参加状況（悉皆調査） 

小学校６校　中学校３校 
 

（５）参加児童生徒数（下表） 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
 
 
 

 

小

学

校

第

６

学

年

学 校 受験者数

中

学

校

第

３

学

年

学 校 受験者数

 
滝川第一小 ２７ 江陵中 ８４

 
滝川第二小 ２１ 明苑中 １４３

 
滝川第三小 ４１ 開西中 ２７

 
西小 ３９

 
江部乙小 ３

 
東小 ６９

 
計 ２００ 計 ２５４

１　調査の概要
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全国・全道の平均正答率に対し、本市の児童生徒の平均正答率を以下のように示す。 

上回っている(5％以上) 
やや上回っている(3％以上 5％未満) 
同程度(上位)(1％以上 3％未満) 
同程度(±1％未満) 
同程度(下位)(－3％より上－1％以下)　 
やや下回っている(－5％より上－3％以下) 
下回っている(－5％以下 )　　　　　　　　　　　　　　 

 
なお、IRTスコアについては、１％を５ポイントと換算して示すこととする。 
　　　例）上回っている（25ポイント以上） 

　　　 
 

（１） 小学校　 

 

①【国語】　　　 

滝川市における平均正答率は、全国の平均正答率（60.9％）、全道の平均正答率

（60％）と同程度（下位）である。 

 

②【算数】 

滝川市における平均正答率は、全国の平均正答率（56.4％）をやや下回り、全道の

平均正答率（54％）をやや下回っている。 

 

 

 

（２） 中学校 

 

①【国語】　 

滝川市における平均正答率は、全国の平均正答率（63.9％）、全道の平均正答 

率（63％）と同程度（下位）である。 

 

②【数学】　 

滝川市における平均正答率は、全国の平均正答率（57.0％）、全道の平均正答率

（55％）と同程度（下位）である。 

 

③【英語】 

滝川市における IRT スコアは、全国の IRT スコア（４９９）を下回り、全道の IRT

スコア（４９０）をやや下回っている。 

 

 

※文部科学省の発表に基づき、全国の平均正答率は小数第１位まで、全道の平均正 

答率は小数点以下を四捨五入した結果を示す。 

　※中学校英語は、５００が平均値である IRT スコアで示されている。

２　教科に関する調査の結果
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【現状と課題分析】
〇国語・算数ともに全道・全国の平均正答率を下回った。領域別では国語の「話すこと・聞くこと」のみが上回った。
〇国語では特に「書くこと」の正答率が低く、文章構成の整理や表現力を高める指導が必要である。
○算数では「図形（立方体の体積の式）」や「変化と関係（割合と比較量から基準量を求める問題）」で全国平均より10%近く
低く、基礎基本の定着に課題が見られる。
〇経年変化を見ると、国語は改善傾向にある一方、算数は学力の二極化も影響し低下傾向にある。
○「授業がよく分かる」と回答した児童は国語、算数ともに全国平均を下回っている。特に算数については、二極化の影響
が見られる。
〇「個別最適な学び」や「協働的な学び」の実感は全道・全国と同程度か少ない。授業内容の工夫やICT活用により学びへ
の主体性を高める必要がある。
○国語・算数ともに無回答率が低く、各校の児童が積極的に問題に取り組もうとする姿勢が見られた。
〇学習面の課題は「基礎・基本の定着（既習事項の確認）」と「主体的・対話的で深い学びを実現する授業づくり」の2点で
ある。

【具体的改善策】
〇AIドリルを活用して個別最適な学びを充実させ、基礎学力の定着と家庭学習の習慣化を図る。
〇「学びサポーター」をはじめとする外部人材を活用し、少人数指導体制を積極的に推進する。
〇ティーム・ティーチングや習熟度別指導を取り入れ、児童のつまずき解消と発展的な学びの充実に取り組む。
〇「家庭学習の手引き」を作成・活用し、望ましい学習習慣の定着を各家庭と連携して推進する。
〇外国語の授業においてALTを有効活用し、児童の興味・関心を一層高めるとともに小中連携の充実を図る。
〇1人1台端末等のICT機器を効果的に活用するため、教職員研修を実施し授業改善を推進する。
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【協働的な学び】
授業や学校生活では、友達や周りの人

の考えを大切にして、お互いに協力しな

がら課題の解決に取り組んでいる

【児童質問紙調査】　※単位はすべて％

３　滝川市立小学校の学力の状況及び学力向上策（学校数：６校、児童数：２００名）

※全国を「０」とした場合の平均正答率の差を経

年変化で表したもの。（単位％）

国語における平均正答率の全国との差

算数における平均正答率の全国との差

【教科全体の状況】
教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び滝川市の状況をレーダーチャートで表したもの。
（滝川市の平均正答率÷全国の平均正答率×100で算出）
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授業は、自分にあった教え方、教材、学

習時間などになっている
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 【主体的・対話的で深い学び】
授業で学んだことを、次の学習や実生活

に結びつけて考えたり、生かしたりできる
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【分析及び改善策】

〇児童には、学習に対する意欲があることが調査から読み取れるので、日常の授業において、「できた・わかった」という成功体験を増
やす必要がある。
〇「学びの自己調整」や「主体的・対話的で深い学び」の項目は全道・全国平均を下回っている。児童が学習に主体的に関われるよ
う、課題設定から振り返りに至る授業の流れなど、日常の授業の検証が必要である。
〇課題意識を持って取り組む児童ほど国語・算数の正答率が高い傾向にある。引き続き、課題を自分事として捉え主体的に取り組め
る授業改善を推進する。
〇「平日1日1時間以上勉強する」児童の割合は全道・全国平均を下回っており、基本的な学習習慣の確立が大きな課題である。
〇学習時間と正答率の関係では、「全く学習しない」と「少しでも取り組む」児童間に明確な差が見られる。短時間でも日常的に学習に
向かう習慣をつけるため、AIドリル等を有効活用した家庭学習の充実に努める。
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４　滝川市立小学校の学習状況及び改善策（学校数：６校、児童数：２００名）
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【主体的･対話的で深い学び】

授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる

「平日1日当たり1時間以上勉強している児童の割合」の経年変化（単位％）

「平日の授業以外の学習時間」と「国語と算数の平均正答率」のクロス集計

国語 算数

全国学力・学習状況調査結果チャート【学習状況】

※黒線は全国平均
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4.当てはまらない
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算数　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」という質問と「国語と算数の平均正答率」のクロス集計
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「平日の授業以外の学習時間」と「国語と算数の平均正答率」のクロス集計
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【学びの自己調整】

学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次

の学習につなげている
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【分析及び改善策】

〇「いじめはいけない」と回答した児童は97.4％に上り、道徳教育の充実やいじめ撲滅に向けた継続的な取組の成果が現れている。
〇授業でタブレット等のICT機器を使用する児童の割合は、全国平均を28.4ポイント上回っている。自分の考えを深めたり意見交流を
行ったりするツールとして有効活用されている。
〇読書習慣に関しては、「10分以上読書する」児童が31.2％にとどまっており、日常的に読書習慣を身に付ける取組が重要である。
〇「自分にはよいところがある」「先生は自分を認めてくれている」「学級で人と違う意見を言っても否定されない」の各設問の回答はい
ずれも全国平均を下回った。自己有用感や心理的安全性の向上は学習面にも好影響を与えるため、認め合い高め合う学習環境の
充実に努める。
○各校で実施している「ハイパーQU」の分析を進め、心理的安全性の高い学級づくりを推進する。
〇平日のSNS使用や動画視聴が1時間以上の児童は全国・全道平均より高い。2時間以上の児童とそうでない児童の間には平均正
答率に明確な差が生じており、家庭での学習時間確保が課題である。
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５　滝川市立小学校の学習習慣・生活習慣及び改善策（学校数：６校、児童数：２００名）
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※黒線は全国平均

全国学力・学習状況調査結果チャート【学習習慣、自己有用感等】
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【現状と課題分析】
〇国語・数学・英語（IRTスコア）は全道・全国の平均を下回った。領域別では国語「話すこと・聞くこと」と数学「図形」のみ全
国を上回った。一方で経年変化では国語が向上傾向にあり、数学も大幅に改善して全道平均と同程度まで回復した。
〇国語は「書くこと」で3問中2問が全国平均を超え、構成や表現の工夫を促す授業改善の成果が現れている。一方で、単
語の類別や活用、助動詞の働きなど「言葉の特徴や使い方」の領域では、5問中4問が全国平均を下回った。知識・技能の
観点なので、十分に定着していないことも考えられる。
〇数学は「図形」で4問中2問が全国を超えた一方、「関数」は全問で下回った。特に反比例の表から「ｘの値に対応するｙの
値を求める問題」で全国を約10ポイント下回り、基礎基本の定着について課題が見られた。
〇英語は全技能で全国を下回った。ＩＲＴバンドでも基準である３やその下である２の層が多い。技能別では、「話すこと」に
おける無回答率の高さが課題である。原因としては、生徒が会話や音声で回答するテストの形式に慣れていないことが考
えられる。
〇生徒の授業への理解度や個別最適・協働的な学びについては全道・全国と比較しても肯定的にとらえられている。今後
も、基礎基本の定着と生徒が主体的に取り組むを授業を行い、学力向上につなげる。

【具体的改善策】
〇AIドリルを活用し、個別最適な学びの充実と基礎学力・家庭学習習慣の定着を図る。
〇「学びサポーター」等の外部人材を活用し、少人数指導体制を推進する。
〇ティーム・ティーチングや習熟度別指導を取り入れ、学習上のつまずき解消と発展的な学びの充実に取り組む。
〇「家庭学習の手引き」を活用し、家庭と連携した学習習慣の定着を推進する。
〇英語の学力の二極化解消に向け、ALT活用による授業改善や小中連携の充実を図る。
〇1人1台端末等のICT機器を効果的に活用するため、教職員研修を実施し授業改善を推進する。
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６　滝川市立中学校の学力の状況及び学力向上策（学校数：３校、生徒数：２５４名）

数学における平均正答率の全国との差

※全国を「０」とした場合の平均正答率の差を経年

変化で表したもの。（単位％）
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【個別最適な学び】
授業は、自分にあった教え方、教材、学

習時間などになっている
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【協働的な学び】
授業や学校生活では、友達や周りの人の

考えを大切にして、お互いに協力しながら

課題の解決に取り組んでいる

英語IRTバンド分布グラフ
（横軸：IRTバンド　縦軸：割合）
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【主体的・対話的で深い学び】
授業で学んだことを、次の学習や実生活

に結びつけて考えたり、生かしたりできる
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40 50 60 70 80 90

全国

全道

滝川市

国語の授業の内容はよく分かる

74.2 

71.0 

72.0 

40 50 60 70 80 90

全国

全道

滝川市

数学の授業の内容はよく分かる

【教科全体の状況】
教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び滝川市の状況をレーダーチャートで表したもの。
（滝川市の平均正答率÷全国の平均正答率×100で算出）
中学校英語の結果は、IRTスコアで表されるため、レーダーチャートに表示していません。
    ※バンド3が基準、5が最も高いレベル

【生徒質問紙調査】　※単位はすべて％

70.0

80.0

90.0

100.0

110.0

国語（話すこと・聞くこ

と）

国語（書くこと）

国語（読むこと）

国語（言葉の特徴や

使い方に関する事

項）

国語（情報の扱い方

に関する事項）
数学（数と式）

数学（図形）

数学（関数）

数学（データの活用）

滝川市内中学校

北海道（公立）

全国（公立）

▲ 20.0
▲ 15.0
▲ 10.0
▲ 5.0

0.0
5.0

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

滝川市 全道

▲ 20.0
▲ 15.0
▲ 10.0
▲ 5.0

0.0
5.0

Ｒ５ Ｒ６ Ｒ７ Ｒ８

滝川市 全道

国語における平均正答率の全国との差
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【分析及び改善策】

〇「学びの自己調整」や「主体的・対話的で深い学び」に関する項目は全道・全国平均を上回り、生徒が主体的に参画する授業づくり
の成果が見られている。
〇英語に対して苦手意識を持つ生徒が多いため、意欲的に学ぶ土台となる基礎・基本の定着を図る必要がある。
〇授業内で課題意識を持って取り組む生徒ほど各教科の正答率（英語はIRTスコア）が高く、課題を明確にした授業づくりが着実な成
果につながっている。
〇「平日1日1時間以上勉強する」生徒の割合は昨年度を下回り、近年50%前後で推移している。家庭学習への意欲を高める働きかけ
が必要である。
〇1日あたりの学習時間と学力には、「1時間以上学習する生徒」と「そうでない生徒」の間に明確な差が見られる。AIドリル等を活用し
た家庭学習の充実など、生徒の状況に応じた取組を推進する。

78.9 64.8 63.1

57.8

62.1

57.8

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平
均
正
答
率

1.３時間以上

2.２時間以上、３時間よ

り少ない

3.１時間以上、２時間よ

り少ない

4.３０分以上、１時間よ

り少ない

5.３０分より少ない

6.全くしない

７　滝川市立中学校の学習状況及び改善策（学校数：３校、生徒数：２５４名）

78.8 

79.6 

83.9 

60 70 80 90 

全国

全道

滝川市

【主体的･対話的で深い学び】

授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる

数学

69.5
61.3

48.7
41

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平
均
正
答
率

国語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 1.当てはまる

2.どちらかといえば、当ては

まる

3.どちらかといえば、当ては

まらない

4.当てはまらない

66.8

51

39

28.6

数学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「平日の授業以外の学習時間」と「国語・数学・英語の平均正答率」のクロス集計

全国学力・学習状況調査結果チャート【学習状況】

※黒線は全国平均

35

45

55

65

75

R4 R5 R6 R7 R8

滝川市

全道

全国

「平日1日当たり1時間以上勉強している児童の割合」の経年変化（単位％）

国語

74

56.4
55.2

51.8
54.3

51.3

数学

78.0 

77.4 

86.2 

60 70 80 90 

全国

全道

滝川市

【学びの自己調整】

学習した内容について、分かった点や、よく分からなかった点を見直し、次

の学習につなげている

616

490

480

457

462

458

400

450

500

550

600

650

平
均
Ｉ
Ｒ
Ｔ
ス
コ
ア

英語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

520

460

417

369

300

350

400

450

500

550

平
均
Ｉ
Ｒ
Ｔ
ス
コ
ア

英語

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいましたか」という質問と「国語・数学・英語の平均正答率・IRT」のｸﾛｽ集計
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【分析及び改善策】
〇「いじめはいけない」と回答した生徒の割合は高い水準を維持しており、道徳教育の充実やいじめ撲滅に向けた取組の成果が現れ
ている。
〇授業でICT機器を使用する生徒の割合は、全国平均を32.7ポイント上回っている。思考の深化や意見交流のツールとして有効活用
されている。
〇読書習慣に関しては、「10分以上読書する」生徒が30％を下回っており、読書の意義や楽しさを伝える取組が重要である。
〇「自分にはよいところがある」の回答は全国平均を下回ったものの、「先生は自分を認めてくれている」「学級で人と違う意見を言って
も否定されない」の回答は全国平均を上回った。中学校においては、自己有用感や心理的安全性高いことが認められる。このことは、
学習面にも好影響を与えるため、引き続き、互いを認め合い高め合う学習環境の充実を進める。
○各校で実施している「ハイパーQU」の分析を進め、心理的安全性の高い学級づくりを推進する。
〇SNS使用や動画視聴が2時間以上の生徒は、小学校同様に平均正答率との明確な差が生じており、家庭での学習時間確保が重要
である。

91.8 

93.0 

91.4 

70 80 90 100 

全国

全道

滝川市

平日にSNSの使用や動画視聴を1時
間以上している

67.5 

63.7 

70.9 

50 60 70 80 

全国

全道

滝川市

学級で人と違う意見を言っても否定さ

れない

８　滝川市立中学校の学習状況及び改善策（学校数：３校、生徒数：２５４名）

93.5 94.8

98.8
96.8

85

90

95

100

R５ R６ R７ R８

いじめはどんな理由があってもいけないこ

とだと思う

90.9 

91.4 

92.1 

70 80 90 100 

全国

全道

滝川市

先生は、あなたの良いところを認め

てくれていると思う

55.1 

61.3 

87.8 

40 50 60 70 80 90

全国

全道

滝川市

　　授業でICT機器を毎日使用した

84.0 

84.4 

82.7 

60 70 80 90 

全国

全道

滝川市

自分には、よいところがあると思う

33.6 

33.2 

28.3 

20 30 40 50 

全国

全道

滝川市

平日に１０分以上読書する

全国学力・学習状況調査結果チャート【学習習慣、自己有用感等】

※黒線は全国平均

57.4 57.2

63.2

69.6
76.4

86.7

70

0%

20%

40%

60%

80%

100%

平
均
正
答
率

国語　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

「平日にスマートフォン等でSNSや動画視聴する時間」と「国語と数学の平均正答率」のクロス集計

1.４時間以上

2.３時間以上、４時間より少ない

3.２時間以上、３時間より少ない

4.１時間以上、２時間より少ない

5.３０分以上、１時間より少ない

6.３０分より少ない

7.スマートフォン等を持っていない

47.3 50

56.3

67.8
65.3

84.4

54.7

数学　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

２時間未満 ２時間未満２時間以上 ２時間以上

69.4 

71.8 

78.4 

50 60 70 80 

全国

全道

滝川市

ICT機器を使って情報を整理（ｸﾞﾗﾌや思考ﾂｰﾙ
などを使ってまとめる）することができる

-8-


